
 
 
 
 
 
 
 

第 1764 回例会  

平成 25 年 10 月 28 日(月) 
12：30～ 海南商工会議所 4Ｆ 

 

 

１．開会点鐘       

２．ロータリーソング       「我等の生業」 

３．お客様紹介     和歌山ダルク 和高 優紀 様 

４．出席報告 

会員総数 51 名 出席者数 30 名 

  出席率 58.82％ 前回修正出席率 62.75％ 

 

５．会長スピーチ     会長 小椋 孝一 君 

本日 和歌山ダルク 和

高 優紀 様、御訪問ご苦労様

です。 

皆様、こんにちは先週木曜

日の海南西ロータリークラ

ブとの合同例会、フィリピン

のマンダウエ・イーストロー

タリークラブのメンバーを

お招きし、歓迎会をさせて頂

きました。会員の皆様には大変ご協力頂きありがとう

ございました。 

また、10 月 26 日（土）に 2640 地区大会選挙人集

会へ出席くださった楠部さん、花田さん。ご苦労様で

した。当日は会場の入口で、久保ガバナーに反対クラ

ブの選挙人は、会場入口で泉州 KUMATORI ロータリー

クラブのメンバーに入ることを拒否され、会場に入れ

てもらえなく、別室にて集会をおこない、久保ガバナ

ー解任決議をしたと聞いています。なお、11 月 24 日

（日）に第 2640 地区の第 1 回クラブ会長会議開催の

案内が来ていますが、今後の地区動向が私の会長時に、

この 2640 地区は、どうなっていくのか気掛かりで成

りません、早く地区が修復できる事を思うばかりです。 

さて、二日前からプロ野球の日本シリーズが始まり

ました、巨人 楽天の二試合を見ているとセリーグ、

パリーグの力と技の競演が素晴らしい試合をやって

いる姿は雅にプロ野球の見所だと思いました、又昨日

の試合の楽天マークンこと田中投手の気迫あふれる

格闘精神は素晴らしく、私にとってはあの光景はずっ

と頭の中に残ることでしょう。田中投手は開幕戦から

30 戦連勝を続けています、多分このようなピッチャ

ーはこの業界にはそうそう出てこないと思います、楽

天星野監督は 6 年目にして、パリーグの優勝に導き、

その指導力に敬意を表します、我が 2640 地区久保ガ

バナーも統率力と積極力、指導力が、良い方に進めば

地区がこれだけ、ごたごたしなかったかもしれないで

しょう。 

 

６．幹事報告         幹事 大谷  徹 君 

○１１月ロータリーレート 

１＄＝１００円 

 
７．次年度役員の指名委員会承認 
 小椋会長から、次回の例会が祝日で休会となるた

め、クラブ総会の１ヶ月前の次年度役員の指名委員会

として、例年どおり、理事会メンバーを指名委員会に

充てることの提案があり、全員一致で承認した。 
 
８．委員会報告 
○社会奉仕委員会       委員長 柳生 享男 君 
 11 月 17 日（日）の清掃活動について、より、多く

の皆さんのご協力をお願いします。 

 

９．ゲスト卓話    和歌山ダルク 和高 優紀 様 

 いつもお世話になり、有

難うございます。 
 薬物依存症者とその家族

の回復支援をおこなってい

ます和歌山ダルクです。海

南東ロータリークラブの皆

様には多岐にわたってご支

援を賜りまして、心より感

謝申し上げます。この度、

市内の秋葉町にある和歌山

ダルクは、和歌山で国体が開催されるにあたり、道路

拡張のため、立ち退きを強いられました。春頃、出て

いかなければなりません。今まで皆様に頂いたご寄付

は、現在の建物のメンテナンスの費用に使わせて頂い

ておりましたが、全て手放すことになり、心よりお詫

び申し上げます。運営費のご寄付をはじめ、家具も（ソ

ファー＆テーブル）まで頂きました。また、阪口さん
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には、内装改築や茶室、庭の野菜作りに御尽力頂きま

したので、本当に申し訳無く思います。居心地の良い

施設になって落ち着いてきた矢先の事で、大変残念に

思います。現在、居場所を求めておりますが、事業内

容が薬物問題という事で、なかなか貸して頂ける物件

が見つかりません。国体は喜ばしい事ですが、何かを

達成する時には、裏で犠牲を強いられる事は付き物で、

今回は犠牲を強いられる立場を経験させて頂いてい

ます。私達の活動にも同じ事が言えており、ダルクが

継続されている蔭では、犠牲を払って下さった皆様の

存在があった事も忘れてはいけないと思います。クヨ

クヨせずに、今後も活動が継続されていく事を強く信

じて、恩を忘れず前進していきたいと考えており、良

い御報告が皆様に出来る様に頑張りたいと思います。

特に阪口さんや花田さんは、ダルクの活動の一部に直

接加わって頂き、良きコンシリオーリとして見守って

下さっていますので、元気を出して、この度の事は、

自分の中で悪いものにせず、前進していきたいです。

私は和歌山ダルクの代表としてダルクの活動が地域

の皆様のお役に立てる様に、孤立しない様にする事に

も責任があると思いますので、落ち込んで発信する力

と継続する覚悟が萎えない様に過ごそうと思います。

現実をありのまま受け入れ、良い方向に変わると祈り、

信じて、日々を丁寧に過ごして、時間の流れに委ねて

過ごす日々を実践するのみです。無力になりありのま

まを受け入れる・信じる・委ねる、これはダルクの治

療プログラムで使われているものです。全国のダルク

のスタッフをはじめ、治療にチャレンジしている仲間

が使っている大切なプログラムです。大変な時は、こ

のプログラムの強化が必要です。とても役に立つプロ

グラムです。 
 今年は、デザイナーズド

ラッグ（脱法ハーブ）の問

題が立ちはだかりました。

ハーブと言えば聞こえが

良いのですが、覚醒剤や大

麻の何十倍も威力があり、

沢山の被害が出ました。売

らない買わない県になる

様になっていって欲しいと強く願います。販売してい

る店舗等の情報があれば是非ご一報願います。 
 本日は、お招き頂きまして有難うございました。今

後とも和歌山ダルクを見守って頂ければ幸いです。宜

しくお願い申し上げます。  
 

８．閉会点鐘 

 

次回例会 

休会・祝日 平成 25 年 11 月４日(月)  

 第 1765 回例会 平成 25 年 11 月 11 日(月) 

海南商工会議所 ４F 18：30～ 

お誕生日・ご結婚記念日のお祝い 
 

 
 

 
 
 
山東 剛一 君 台湾では、小椋会長、桑添国際委員

長はじめ、皆さんにお世話になりま

した。 
阪口 洋一 君 和高さん、本日は卓話ありがとうご

ざいます 
柳生 亨男 君 昨日中学校の同窓会があり、卒業 50

年の会では、皆、良いじじ、ばばで

した。 
大谷  徹 君 本日、和高さん、卓話ご苦労様です。 
綛田 さよ志君 台湾旅行、とても楽しかったです。

台湾パワーに圧倒され、良い刺激を

受けました。有難うございました。 
楠部 賢計 君 クラブから交通費いただいて、地区

大会会場の入口まで行ったのに入場

させてもらえず、隣の部屋で選挙人

会議して帰って来ました。申し訳ご

ざいません。 
花田 宗弘 君  フィリピン、マンダウエイーストRC

のメンバー訪問に関し、皆様に大変

お世話になりました。 
小椋 孝一 君 楠部さん、花田さん、10 月 26 日の

第 2640 地区大会選挙人集会に出席

ご苦労さまでした。 
 
 
 
 
栄養価の高い原生植物にロータリアンが注目 
オーストラリアのブルース・フレンチさんは 35 年

間、地元食材を使った料理がブームになるずっと前か

ら、地元の食材を食べ続けています。そして現在、食

糧の安全保障の問題を抱える国の人びとのために、ロ

ータリー会員と協力して、発展途上国における現地食

材の推進に力を注いでいます。非営利団体「Food 

Plants International」を創設しました。25,000 も

の食用植物のデータベースをつくり、各植物について

生育地、環境、写真や挿絵、調理方法などのデータを

記録しています。 

オーストラリアのダベンポート・ノース・ロータリ

ークラブ会員で、農業専門家のバズ・グリーンさんも、

現地に育つ栄養価の高い植物に関心を寄せる一人で

す。「栄養ある植物が何千種類もありますが、現地の

人はそうした植物についてほとんど知りません。私た

ちは、人びとが身近な植物から栄養を取れるようにす

る活動を行っています」と話します。2007 年には、

フレンチさんとともに、発展途上国の人びとに必要な

栄養素を現地の植物から摂取することを推進する

「Learn Grow」プロジェクトを立ち上げました。そし

て、このプロジェクトは「食用植物を推進するロータ

リアン行動グループ（Food Plant Solutions Rotarian 

Action Group）」として、RI 理事会により正式に承認

されました。 

会報委員会    委員長 ： 岸 友子    副委員長 ： 田中 祥秀   委員 ： 角谷 太基 朝井 修 土井 元司  吉田 昌生


